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　　　　　り蠣8ご’り②

等ご償

轟蕾

縫紺
ご＼ﾙ
　構
9も

業コ＝化禦

謙画

鍵毅：

　漢

騨r　　一」■躍■■
▲林業コーナーでは丸太切り競争でにぎわいました。

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ち
び
っ
子

　
に
も
大
人
気

「一

i
i10月31日幽’》11月1日（日）

／レ
グ
リ
ー
ン
博
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
レ
デ
ィ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ツ
シ
ョ
ー

野
猿一
“f

▲なかなかきまっています

一　欝
　訟絶～

　　“　二二

購．

㌣
襲

▲女性ファンが増えたかも？

1憶懸’／

」』∴　良＼黛
▲農林産品の厳正な審査

▲南里恵ショー

＼
、

識
囎

｝嬰

籐
▲黒木さんの司会で出演者もリラックス　　　　　　　　▲婦人会バザー　　　　　　　　　　　▲すばらしいのどの披露

　　　　　★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

③鞭8ごう

鯖1
幽
”
葎

脇
田

ゴ
葦

レ
各
部
門
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

　
代
表
の
皆
さ
ん

ダ驚

△／／
　壺

σ禽一一　　　▲祭りには欠かせない冠太鼓

『

郵
、

／

響

▲ヘイミッシュの餅つき体験

レ
オ
リ
も
踊
り
で
～
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
か
い

　　ゴィチポ祠卿騨鯵

　　　　　　　　ぞ

一▲1等賞をデット（越表の河野さん）

、ひ
㌔

産
業
文
化
祭

　
囲
碁
大
会
の
結
果

　
十
一
月
三
日
火
曜
日
、
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
で
産
業
文
化
祭
の
一
環
と

し
て
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
白
熱
し
た
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
松
掛
芳
郎
（
5
段
）

準
優
勝
　
竹
下
忠
良
（
1
級
）

三
　
位
　
橋
口
忠
栄
（
初
段
）

澱毫
、蒲

　

▲山本秀子カラオケ教室発表会

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

む
か
ば
き
の
新
緑
の
森
を
巡
り
つ
つ

森
林
浴
に
一
時
を
過
ご
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

競
り
市
に
出
で
ゆ
く
仔
牛
見
送
り
て

仔
を
恋
ふ
親
に
声
を
掛
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

水
無
し
の
川
と
は
名
の
み
火
砕
流

な
が
れ
し
広
き
河
原
の
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

昼
告
ぐ
る
牧
水
の
歌
の
チ
ャ
イ
ム
鳴
る

ひ
と
と
き
心
の
澄
み
ゆ
く
思
ひ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

雲
多
き
夕
べ
の
空
の
ひ
と
と
こ
ろ

移
り
ゆ
く
月
の
淡
き
光
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

脱
穀
に
忙
し
き
日
々
傘
寿
な
る

吾
も
朝
よ
り
藁
を
束
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

タ
ベ
の
風
寒
く
な
り
し
と
思
ひ
つ
つ

迫
の
田
二
枚
の
稲
架
組
み
終
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

家
族
に
は
話
さ
ず
吾
に
耳
打
ち
す
る

孫
の
仕
種
に
愛
し
さ
の
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

乱
れ
飛
ぶ
雲
は
や
く
し
て
冠
山
の

林
を
絶
え
間
な
く
影
上
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

稲
扱
ぎ
の
千
歯
収
め
の
風
習
も

機
械
化
す
す
み
絶
え
て
久
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

初
孫
の
嫁
ぐ
日
吾
は
七
十
二
歳

生
ま
れ
来
る
曾
孫
を
思
ふ
は
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

首
の
な
き
お
大
師
像
に
ぬ
か
ず
き
て

堰
は
ひ
と
り
花
を
供
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

古
里
に
帰
り
て
二
年
目
の
牧
水
祭

野
点
の
席
に
濃
茶
頂
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

朝
焼
け
の
光
り
の
中
に
包
ま
れ
て

朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
丘
一
つ
越
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
敷
裕
子

デ
イ
ケ
ア
に
預
け
し
妻
の
振
る
舞
ひ
に

起
伏
の
あ
り
て
常
に
戸
惑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
茂
雄

戦
い
の
防
塁
は
岬
に
朽
ち
は
て
て

濠
吹
く
風
に
汗
の
冷
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　輔≧うζ1，β■

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
管
理
す
る
戸
籍
事
務
が
、
い
よ
い
よ
電
エ
J

計
算
機
の
処
理
（
以
下
、
電
算
処
理
と
い
う
）
に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
各
種
証
明
書
の
交
付
時
間
の
大
幅
な
短
縮
や
一
P
籍
事
務
処
理
の
正
確
化

な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
す
で
に
財
務
会
計
や
住
民
記
録
、
税
金
の
賦
課
徴
収
な
ど
の
事

務
を
電
算
処
理
し
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
は
、
こ
う
し
た
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
ム
フ
日
は
、
戸
籍
事
務
の
電
算

処
理
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［
十
二
月
二
十

〈
各
種
証
明
書
の
発
行

時
間
短
縮
〉

本
籍

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
　
　
　
千
三
百
七
十
四
番
地

氏
名

東
　
郷
　
太
　
郎

平
成
七
年
拾
弐
月
壱
日
編
製

昭
和
四
拾
五
年
壱
月
壱
目
目
向
市
で
出
生
同
月
八
目
父
届
出
入
籍

父

東
郷
一
郎

長
男

平
成
七
年
拾
弐
月
壱
日
宮
崎
花
r
と
婚
姻
届
出
東
臼
杵
郡
東
郷
町

母

和
代

大
字
山
陰
丙
千
三
百
七
卜
四
番
地
東
郷
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍

夫

太
　
　
　
郎

生

昭
和
四
拾
五
年
壱
月
壱
目

昭
和
四
拾
六
年
拾
月
拾
目
延
岡
市
で
出
生
同
月
弐
拾
日
父
届
出
人
籍
…

父

宮
崎
健
】

弐
女

平
成
七
年
拾
弐
月
壱
目
東
郷
太
郎
と
婚
姻
届
出
延
岡
市
大
貫
町

母

貴
子

一
r
1
1
二
千
九
白
卜
五
丞
地
宮
崎
健
一
戸
籍
か
ら
入
籍

妻

昭
和
四
拾
六
年
拾
月
扮
日

父母

年
　
　
月
　
　
日

　これを次のように改正します
　　　　　　　畢
電算処理で発行する全部事項証明書
　　　　　　　　（1のD　「一杢一蔀一蚕「

　
こ
の
電
算
処
理
に
よ
り
、
戸
籍
関

係
の
各
種
証
明
書
の
交
付
の
ほ
か
、

除
籍
簿
の
適
正
な
管
理
、
人
口
動
態

の
状
況
も
瞬
時
に
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
各
種
証
明

書
の
発
行
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。

日
（
月
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
］

〈
申
請
手
続
き
は
変
わ

り
ま
せ
ん
〉

　
こ
の
証
明
書
の
交
付
申
請
は
い
ま

ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
ほ

か
、
直
系
親
族
の
方
の
申
請
に
基
づ

き
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
も
請
求
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
交
付
手
数
料

［
全
部
の
事
項
証
明
（
戸
籍
謄
本
）
、

個
人
事
項
証
明
（
戸
籍
抄
本
）
は
㈱

（1の1）　　　全　部　事　項　証　明

本　　籍　　氏　　名 宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰丙1374番地東郷太郎

戸籍事項／
@戸籍改製

膿轟副糠鵯羅塾51号付則第，条第1項。よる改製

名 太郎

生年月日 昭和45年1月1日　　　【配偶者区分】夫
戸籍に記録されている者 父 東郷一郎

母 東郷和代
続　　　柄 長男

出　生　日 昭和45年1月1日

出　生　地 宮崎県日向市
届　出　日 昭和45年1月8日

身分事項出生婚姻 届　出　人

･　姻　日

　　　　　父一　一　冒　冒　一　■　一　一冒冒　一■　■　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一一　，　一　冒　冒　冒　冒　■　一　一　一　一　一　一　一　一　山　丁　7　一　一　丁　一　一　一　一　一　一　一　雫　一　山　幽　一　一　一　一　一　一　一　山　一　一　一　一　一

@　　　　平成7年12月1日
配偶者氏名 東郷花子
従前戸籍 宮崎県東臼杵郡大字llj陰丙1，374番地東郷一郎

名 花子

生年月日 昭和46年10月10日　　　【配偶者区分】妻
戸籍に記録されている者 父 宮崎健一

母 宮崎貴子
続　　　柄 二女

出　生　日 昭和46年10月10日

出　生　地 宮崎県延岡市
届　出　日 昭和46年10月20日

身　分　事　項　婚　姻 届　出　人

･　姻　日

　　　　　父一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一雫一一雫，　一　曾　雫　，，曹曹　一冒冒■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　幽　，　一一－　了　曹　－　－　7，一　了　，　，　一　一　，　，　一一一　一一　一一　一

@　　　　平成7年12月1日
配偶者氏名 東郷太郎

従前戸籍 宮崎県延岡市大貫町1丁目2，915番地宮崎健一

以下余白

発行番号　00000001

　　これは、戸籍に記載されて

　　　　平成10年12月21日

る事項の全部を証明した書面である。

・崎…杵郡東郷町長小爬教團

円
、
除
籍
・
原
戸
籍
謄
本
は
珊
円
」
と

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
郵
便
小

為
替
か
現
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
個
人
情
報
の
保
護
〉

〈今までの戸籍謄本〉

　
な
お
、
戸
籍
事
務
を
電
算
処
理
に

移
行
す
る
と
、
個
人
情
報
を
さ
ら
に

保
護
、
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
「
東
郷
町
戸
籍
情
報
シ
ス
テ

ム
に
係
る
デ
ー
タ
保
護
管
理
規
程
」

を
制
定
し
、
個
人
情
報
の
保
護
、
管
理

を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

〈
文
字
の
取
り
扱
い
〉

　
戸
籍
に
記
載
す
る
文
字
は
、
法
務

省
の
通
達
で
常
用
漢
字
表
と
戸
籍
法

に
定
め
る
人
名
用
漢
字
表
な
ど
に
よ

る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
俗
字

の
使
用
は
漢
和
字
典
に
俗
字
等
と
し

て
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
法
務

省
通
達
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る

文
字
に
限
り
ま
す
。
今
、
使
用
し
て
い

る
戸
籍
の
誤
字
は
、
そ
の
文
字
に
対

応
す
る
字
種
と
字
体
に
よ
る
正
字
で

記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
誤
字
を
正
字
で
記
載
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
書
面
で
本
人
に

通
知
さ
れ
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111㈹まで〉

『
道
の
駅
』
の
整
備
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
「
鶴
野
内
ふ
る
さ
と
開
発
整
備
事
業
」

●
《
ダ

ご

【
交
通
機
能
の
核
の
整
備
】

　
国
道
謝
号
及
び
輔
号
の
交
差
点
周

辺
（
2
2
、
0
0
0
㎡
）
に
、
広
域
観

光
の
情
報
発
信
基
地
と
な
る
施
設
を

左
記
の
と
お
り
整
備
し
、
地
域
特
産

物
に
か
か
る
加
工
・
販
売
・
消
費
と

い
っ
た
分
野
を
こ
の
地
域
で
｝
貫
し

て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
施
設
の
整
備
計
画
】

・
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
（
1
0
年
度
）

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
と
広
域
観
光

情
報
の
提
供
の
場
と
し
て
、
駐
車
場
、

パ
ー
ゴ
ラ
、
ト
イ
レ
等
を
整
備
し
ま

す
。・

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
1
0
年
度
）

　
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

・
物
産
セ
ン
タ
ー
（
1
0
年
度
）

　
道
の
駅
に
併
設
し
、
広
域
観
光
の

情
報
発
信
及
び
東
郷
町
の
特
産
品
販

売
・
飲
食
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
農
産
加
工
体
験
施
設
（
1
0
年
度
）

　
東
郷
町
の
特
性
を
生
か
し
た
地
元

産
の
材
料
を
使
っ
た
菓
子
・
惣
菜
・

漬
物
・
ソ
ー
ス
類
の
加
工
及
び
そ

ば
・
豆
腐
な
ど
の
加
工
体
験
の
で
き

る
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
（
仮
称
）
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

（
1
1
年
度
）

　
図
書
館
・
研
修
室
・
展
示
コ
ー

ナ
ー
等
を
取
り
組
ん
だ
多
目
的
研
修

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

・
多
目
的
公
園
広
場
（
1
0
年
度
）

　
耳
川
堤
防
沿
い
に
恵
ま
れ
た
自
然

を
生
か
し
た
公
園
と
し
て
園
路
、
東

屋
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
1
1
年
度
）

　
中
央
部
に
歩
道
帯
・
植
栽
帯
・
駐

車
場
等
を
整
備
し
、
地
域
の
一
体
化

と
活
性
化
の
た
め
に
、
地
域
特
産
品

の
販
売
フ
ェ
ア
や
伝
承
芸
能
等
の
芸

術
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

・
共
同
店
舗
（
用
地
造
成
）
　
（
1
1
年

　
年
度
）

　
小
売
商
業
者
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
店
舗
用
地
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
商
業
集
積
地
の
立
地

を
図
り
ま
す
。

※
宮
崎
県
東
臼
杵
南
部
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
（
1
0
年
度
）

　
施
設
の
東
側
に
、
日
向
入
郷
地
区

の
営
農
指
導
の
拠
点
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
す
。

※
施
設
内
に
建
設
予
定
の
物
産
セ
ン

タ
ー
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
採
用

さ
れ
た
方
に
は
賞
品
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。●

応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
・
F
A
X
等
で
企
画
財
政

　
課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
　
　
切
　
平
成
1
1
年
1
月
末
日

ク
へ
《
　
　
　
．
犠
轄
至

戸
　
　
　
　
　
　
網
網
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
く
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野海

〕
現
況
と
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
は
、
み
か
ん
栽
培
を
中
心
と

す
る
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寺
迫

の
開
パ
地
帯
に
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
作

付
け
し
、
妻
と
長
男
の
三
人
で
経
営

を
し
て
い
ま
す
。
み
か
ん
は
、
露
地
栽

培
を
中
心
に
「
牧
水
み
か
ん
」
と
し
て

市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本

年
度
は
中
山
間
地
域
新
農
業
支
援
事

業
の
導
入
に
よ
り
ハ
ウ
ス
栽
培
（
一

〇
ア
ー
ル
）
に
取
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
導
入
に
つ
い
て

は
、
長
期
出
荷
体
制
を
と
る
こ
と
に

よ
る
農
繁
期
の
労
力
分
散
を
考
え
、

安
定
し
た
生
産
と
品
質
の
向
上
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
規
模
的
に
は
現
状
を
維

持
し
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
品

質
の
向
上
と
機
械
化
を
図
り
省
力
化

と
品
質
向
上
に
よ
る
安
定
生
産
を
目

指
す
中
で
経
営
改
善
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
品
質
に
つ
い
て
は
、
側
溝

取
付
け
に
よ
る
排
水
対
策
と
、
マ
ル

チ
栽
培
の
取
組
み
に
よ
り
向
上
さ
せ

た
い
と
考
え
ま
す
。
機
械
化
に
つ
い

て
は
、
特
に
病
害
虫
の
予
防
が
人
力

で
困
難
で
あ
り
管
理
作
業
の
省
力
化

を
図
り
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
経
費
の
か
か

る
問
題
で
す
の
で
、
関
係
団
体
の
支

援
・
協
力
な
し
で
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
新
技
術
の
研
修
及
び
講

習
会
等
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、
技

術
習
得
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
自
分
の
経
営
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
又
息
子
に
立

派
な
農
業
基
盤
が
継
承
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
東
郷
町
の
寺
迫
・
庭
田
は
、
県
内

で
も
有
数
の
み
か
ん
産
地
で
あ
っ
た

の
は
、
過
去
の
影
と
し
て
過
ぎ
去
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
み
か

ん
に
情
熱
を
持
っ
た
篤
農
家
は
、
今

自
分
の
生
産
す
る
み
か
ん
に
自
信
を

持
ち
、
専
業
農
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
中
の
一
人
、
海
野
光
威
さ

ん
は
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
み
か
ん
経
営

で
、
ま
た
、
一
〇
年
度
に
一
〇
ア
ー
ル

の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
に
取
組
み
基
盤
強

化
を
図
っ
て
い
る
生
産
者
で
あ
る
。

　
脱
サ
ラ
し
て
二
十
六
歳
か
ら
父
と

複
合
経
営
（
み
か
ん
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
・

養
豚
）
に
取
組
み
、
親
の
経
営
技
術
を

学
び
、
そ
の
父
も
光
威
さ
ん
が
三
十

七
歳
の
時
に
亡
く
な
り
、
そ
の
後
一

手
で
海
野
家
の
生
計
を
担
っ
て
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
仲
間
十
八

人
で
「
牧
水
み
か
ん
」
と
し
て
市
場
出

荷
し
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
親

か
ら
伝
授
し
た
技
術
、
自
分
で
研

鎖
・
開
拓
し
た
技
術
、
知
恵
を
奥
さ

ん
と
論
議
し
、
よ
り
品
質
向
上
を
図

り
、
常
に
目
標
を
高
い
所
に
お
き
、
後

継
者
（
他
産
業
勤
務
）
に
引
継
ぐ
の
を

夢
見
て
、
改
善
に
力
を
注
い
で
い
る
。

自
分
の
経
営
に
信
念
を
持
ち
生
産
す

る
こ
と
が
、
海
野
家
の
一
家
の
幸
を

築
い
て
い
る
。
太
平
洋
の
新
鮮
な
オ

ゾ
ン
を
い
っ
ぱ
い
含
ん
だ
風
が
、
寺

迫
の
「
牧
水
み
か
ん
」
を
育
て
て
い

る
。
光
威
さ
ん
の
名
言
「
後
継
者
が
い

る
か
ら
自
分
も
頑
張
る
」
。
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畜
産
だ
よ
り

　
1
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
、
7
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
共
進
会

く
雌
の
部
V

鶴
野
内
伊
東
健
児

　
　
　
　
だ
い
に
ち
2
0
号
　
壱
等
賞

仲
深
広
島
力

　
　
　
　
ひ
め
た
か
号
　
弐
等
賞

福
瀬
関
野
安
弘

　
　
　
　
は
る
え
の
4
号
　
参
等
賞

く
去
勢
の
部
V

福
瀬

坪
谷

二
瀬

塩
月
治
孝

　
隆
秀
号
　
優
等
賞
2
席

寺
原
英
男

　
　
英
二
号
弐
等
賞

関
野
安
弘

　
　
茂
二
号
弐
等
賞

児
湯
郡
市
共
進
会

く
雌
の
部
V

庭
田
黒
木
藤
雄

　
　
　
　
ふ
じ
や
す
騒々〃
壱
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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鰭
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園

　
　
　
公
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　　　　　　　　　　■ρ騨》弓こ”空

7：跳
欝まち

桜公園を整備

　鶴野内パット会（会員11名）のみなさんは、建設が進む「道

の駅」河畔上流に、平成元年から桜の苗木を植栽し、公園づ
くりを行っています。

　土が少なく石ころだらけという悪条件の中、思うように成長し

てくれない苗木でしたが、毎年4月から10月までの雑草がはび

こる時期に会員総出で草刈りを定期的に行い、ようやく花を咲

かせ始めたということです。

　会員の皆さんは、多くの人々が訪れると期待される「道の

駅」、「屋根付き運動広場」周辺を花いっぱいの憩いの場にしょ

うと今年も懸命に草刈りを行いました。会員の皆さんの願いが

通じ、春にはたくさんの桜の花が咲いてくれるといいですね。

1■■■．閥闘．”．．．．．．，閥ロ．．．，「■．．9隣．■．．開，．．1開髄■明01”曜欄胴9「「Il簡9曜輔lll，■llllI8’lllOOgo岡1欄，o■脚■”．■10009．…●㎝9・“lll，・．1即岡10”，・．ll幽”・．1開1，．幽開開，・嶋m9・1網■■，・■1000・・o■111・・oMI，・

　　〔10月20日目高齢者スボーーツ大会

　　スポーツをとおした健康の保持と高齢者相互の親睦

　と融和を目的とした平成10年度高齢者スポーツ大会が

　町総合グラウンドで開催されました。

　　この日は町内の幼稚園、保育園児120名を含む総勢

　350名が参加、紅白2団に分かれてグランドゴルフや

　ボール運びリレーなど合計12種目に挑戦しました。

　　中でも園児とペアで挑む競技では力の加減の具合が

　難しく高齢者の方々も悪戦苦闘していたようですが、

　いざ勝負がかかってくると真剣そのもの、逆に園児が

　ついていけない場面も見られました。

　　今にも雨の落ちそうな天候の中での大会でしたが、

　最後まで笑い声の絶えない楽しい1日になったようです。
●噛噛，．鱒髄襲’．開開，’燭1開09・■0010M■■．．，・明1開，・縛llo．o開酔・”，脚．瀞の腸騨・帽剛9．哨閥，直門．1”噸■●69，嘲■，．鯵1開，・叩鵬■．鵬1”・■lo蹴・醐胴19．■1■陣M開鵬・■鴨脚ト鱈鱒●●亀頭IM■関■，．

剛剛碍

L幽募 �ﾕ幕灘を
　団匪の日赤奉仕団（寺迫代表者橋口孝子さん）がこのほど、チャ

リティ「歌と踊りの夕べ」を企画開催し、そこで集まった募金（85，543

円）を町日赤奉仕団（会長小林理教）に寄付しました。

　これまで、町の日赤活動に十分協力ができなかったことなどから

3ヶ月前から地元（寺迫）でのチャリティショーを企画立案、発表者

たちも早くからリハーサルを行うなどして準備を進めてきました。

　当日は180名（発表者含）が寺迫小学校講堂に集まり、3時間に

わたって歌や踊りなどが披露されましたが、どの出し物も見応えのあ

るものばかりとあって、会場に訪れた観客も最後まで盛んな拍手を

送っていました。

●■・明1開，・．開oo，・鱒ll■9曾．ll随Ml琳h．図1■，・…州咽ll・・醐oll囲ol聰g・剛陽帥・■Illl，・■llo．Mlllo9・．■■”匿・■1闘榊・．■Ill．曾．1，ll，・

隔　　牧水ヶ丘祭り

網

…
ロ

…
開

歯　故郷を愛し続けた牧水の文学的業績とその遺徳を偲びながら

牧水の顕彰に努めようと、坪谷小学校で第13回牧水ヶ丘祭り

が開催されました。

　第1部歌碑祭では、献酒・献花のあと児童代表の黒田一恵さ

んが歌碑に刻まれた牧水の歌を朗詠、そして全校生徒がそれに

続き、最後に元PTA会長の岩下富男氏の朗詠で締めくくりま
した。

　続いて第2部牧水ヶ丘祭りでは、全校生徒による「牧水の歌」

の斉唱や同校で実施した短歌大会の入選者の作品発表とその選

評（選者：渡辺邦彦氏）などが行われました。

霧1雛二丁灘曾甲萱蹴琴

丘祭牧水

鰯

1
＼

卓

亭
婁L

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　　　鞭どうこ”り璽1

継
臨

　鶴野内中山の

池田沙也加さん（5歳）

父：池田信幸さん

母：　　邦子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　シチュー

○好きな遊びは何ですか？

　なわとび

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花屋さん

　二瀬下村の

新名龍太くん（6歳）

父＝新名直義さん

母＝　　香　さん

○好きな食べ物は何ですか？

　カレーライス

○好きな遊びは何ですか？

　砂遊び

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　戦車に乗る人

舜
二

聡
警鍵犠騰

感　縷
　　　▲題「いもほり」

ひひ一ひ◎ψ

駐
在
所
だ
よ
り

、
曹
、
曹
，
曹
．
曹
壱
．
曹
藁
．
粂
藁
．
．
曹
、
曹
壱
．
曹
藁
、
．
曹
寺
轟
・
条
至
高
幸
曇
尋
幸
手
尋
壱
条
黄
菅
尋
尋
壱
寺
幸
幸
尋
尋
寺
壱
壱
壱
条
寺
条
壱
壱
管
壱
条
　
　
一

　　

@　

@
会
　
靴
型
舗
絵
篠
醐
勤
翻
比
瀧
無
撒
灘
犠
　
　
　
　
　
　
…

延
齢
糠
耀
灘
　
　
一

☆
平
成
十
年
の
回
顧

・
事
件
関
係

　
平
成
十
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヵ
月

と
な
り
、
早
く
も
師
走
と
い
わ
れ
る

十
二
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
月
十
七
日
に
台
風
十
号

が
上
陸
し
た
も
の
の
、
速
度
も
速
く

昨
年
の
台
風
十
九
号
の
よ
う
な
大
災

害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
な
く
、
東

郷
町
民
体
育
大
会
は
中
止
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
他
の
行
事
は
順
調
に
実

施
さ
れ
、
比
較
的
平
穏
な
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
東
郷
町
内
の
事
件
事
故
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
事
件
関
係

で
は
現
在
の
と
こ
ろ
特
異
重
大
事
件

等
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
郷

駐
在
所
管
内
で
二
十
一
件
、
坪
谷
駐

在
所
管
内
で
四
件
（
十
｝
月
十
日
現

在
）
の
盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
盗
難
事
件
の
内
容
は
、
事

務
所
荒
し
や
出
店
荒
し
な
ど
室
内
に

侵
入
し
て
金
品
を
盗
む
事
件
が
五

件
、
車
上
狙
い
、
自
動
販
売
機
荒
し
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど
が
二
十
件
発
生

し
て
い
て
犯
人
が
検
挙
さ
れ
た
事
件

も
あ
り
ま
す
が
、
油
断
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
、
被
害
防
止
の
た
め
鍵
掛

け
の
励
行
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
入
線
地
区
の
交
通
事
故

東
郷
町
で
は
八
十
九
件
発
生
（
十
月

末
現
在
）

　
本
年
一
月
か
ら
十
月
末
ま
で
の
入

郷
地
区
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
別

表
の
と
お
り
で
、
東
郷
町
で
は
人
身

事
故
が
六
件
、
物
損
事
故
が
八
十
三

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
東

郷
駐
在
所
管
内
で
六
十
八
件
、
坪
谷

駐
在
所
管
内
で
二
十
一
件
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
今
年
は
死
亡
事
故
の

発
生
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
体
や

重
傷
事
故
を
含
ん
だ
人
身
事
故
が
六

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
ヶ
月
平
均

の
事
故
発
生
件
数
は
約
九
件
と
な
っ

て
お
り
、
入
郷
地
区
で
は
断
然
ト
ッ

プ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
十
二

月
を
迎
え
、
多
忙
で
気
分
的
に
も
落

ち
つ
か
ず
、
ま
た
一
年
の
う
ち
で
も

最
も
事
件
事
故
の
多
い
時
期
を
迎
え

ま
す
が
、
さ
ら
に
安
全
運
転
に
徹
し

て
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

町　名
人　　　身

発生 死者 重傷 軽傷
物損

東郷町 6 0 2 6 83

南郷村 1 0 1 0 18

西郷村 4 0 0 4 38

北郷村 1 0 0 1 19

諸塚村 1 0 0 1 43

椎葉村 1 0 0 1 53

合　計 14 0 3 13 254

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

●
《
－

“、
、

亀
う

ど

匿
町
史
編
纂
室
だ
よ
り
⑩

　
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
印
刷
会
社

か
ら
送
り
返
さ
れ
て
き
た
原
稿
の
校

正
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
正
作

業
は
四
回
ほ
ど
実
施
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
が
、
2
月
ま
で
こ
の
作
業

が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
初
校
の
段
階
で
、
文
字
等

の
校
正
の
み
で
す
が
、
今
後
写
真
や

図
表
等
を
ど
の
場
所
に
ど
の
よ
う
な

大
き
さ
で
挿
入
す
る
か
な
ど
も
作
業

の
】
つ
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
も
県
史
編
さ
ん
室
の

永
井
先
生
に
、
町
の
歴
史
に
つ
い
て

執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
法
令
の
周
知
と
高
札
場
」

　
古
老
が
「
正
、
五
、
九
（
し
ょ
う
ご

く
）
の
月
に
は
、
旅
行
や
結
婚
な
ど
の

出
入
り
は
し
な
い
も
の
」
と
い
っ
て

い
る
の
を
よ
く
聞
い
た
も
の
で
あ

る
。
今
で
も
地
域
や
家
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
月
に
は
婚
礼
な
ど
の
行
事
を
さ

け
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
月
に
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
云
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
江
戸
時
代
の
各
藩
で
は
、
こ

の
月
に
巡
見
使
が
領
内
の
村
々
を
見

ま
わ
り
、
法
令
を
読
み
聞
か
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
延
岡
藩
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
み

え
る
。

　
「
諸
事
の
法
令
（
御
法
度
書
）
は
、

三
浦
壱
岐
守
様
の
代
か
ら
庄
屋
方
へ

渡
し
置
か
れ
て
、
正
月
、
五
月
、
九
月

の
年
三
度
、
村
中
の
者
を
庄
屋
所
に

集
め
て
読
み
聞
か
せ
る
」
（
石
見
屋
文

書
）
と
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
、
法
令
の
周
知
方
法

と
し
て
は
、
重
要
な
法
令
は
高
札
（
大

き
な
板
に
法
令
を
箇
条
書
き
に
し
た

も
の
）
に
し
て
村
の
交
通
の
要
衝
に

「
高
札
場
」
や
「
札
の
辻
」
を
設
け
て

掲
示
さ
れ
る
。
天
保
年
間
の
東
郷
町

で
は
、
山
陰
庄
屋
前
と
坪
谷
村
、
寺
迫

門
に
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
八
重

原
村
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

難
し
い
法
令
の
文
字
を
読
め
な
い
人

も
多
か
っ
た
の
で
、
高
札
だ
け
で
法

令
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
の
は
無
理

で
、
村
人
全
員
を
庄
屋
方
に
集
め
て

読
み
聞
か
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。

周
知
徹
底
の
点
か
ら
村
人
が
、
そ
の

座
を
欠
け
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な

い
。
見
ま
せ
ん
で
し
た
、
聞
き
ま
せ
ん

で
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

村
人
の
移
動
に
制
限
を
加
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
毎
年
、
正
月
に
は
、

村
の
軒
数
、
人
口
の
増
減
を
も
調
査

さ
れ
た
の
で
、
不
在
は
都
合
が
悪

か
っ
た
の
で
あ
る
。

介護保険制度解説⑤
介護保険給付額は要介護度に応じて決まります。

　・介護認定審査会において、介護が必要と判断さ

れた場合、どのくらいの介護を必要としているか

という要介護度（6段階）の判定がされます。

　在宅サービスについては、要介護度区分ごとに

給付額が決まり、施設サービスについては、利用す

る施設の種類により給付額が決まります。

■1　要介護度区分と在宅サービスにおける1ヶ

　　　月当たりの給付額

「
…
…
i
…
…
，
，
…
…
一
…
…
，
…
，
…
；
…
…
…
…
ー
ー
…
…
…
一

…
，

要介護度区分 状　　　　態 給　付　額

要　支　援
要介護状態とは認められない

ｪ社会的支援を要する状態
6万円程度

要介護度1
生活の一部について部分的

諟��vする状態
14～16万円程度

要介護度2 中等度の介護を要する状態 17～19万円程度

要介三度3 重度の介護を要する状態 21～27万円程度

要介護度4 最重度の介護を要する状態 23万円程度

要介護度5 過酷な介護を要する状態 23～29万円程度

施設サービスにおける1ヶ月当たりの給付額■2

施設の種類 給　　付　　額

特別養護老人ホーム 29万円程度

老　人保健施設 32万円程度

療養型病床心隈 43万円程度

※上記の給付額は、平成7年度における額です。最

　終的な給付額が決定するのは、介護保険制度施

　行直前の予定です。

「
嘩
ー
二
藍
ー
ー
ー
奄
一
二
喚
ー
ー
顯
唾
繭
眞
ー
ー
ー
…
ー
ー
…
r
ー
ー
r
ー
ー
ー
i
－
i
一
毛
ー
二
二
ー
ー
唾
…
一
馳
i
酢
嫡
一
自
喝
融
画
一
i
ー
ー
喝
b
喝
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
曝
6
軒
喝
一
一

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

都
甲
欣
　
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π一　　　　　　　　　　　　　　　　　　御響　　　　　　　　　　　　　　　　　一曹　　　　　　　　　　　　　　　　　’曹　　　　　　　　　　　　　　　　帽　　　　　　　　　　　　　　　直聞　　　　　　　　　　　　　椰」　σ　　　　　　　　　　　　　8一　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　望u　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　’8　　　　　　　　望曹　　　　　　　一8　　　　　　4曹　　　　　　一8　　　　　一曙　　　　－蟹　　　”　　　帽　　置u　一曹塀曝

　
こ
の
歌
は
、
十
一
月
の
町
報
「
と
う

こ
う
」
で
紹
介
し
た
牧
水
公
園
の
う

た
の
小
径
に
建
立
さ
れ
て
い
る
歌
碑

の
中
の
一
つ
で
す
。

　
大
正
七
年
秋
、
雑
誌
で
画
家
三
上

知
治
の
「
利
根
川
の
奥
へ
」
と
い
う
ス

ケ
ッ
チ
に
心
を
動
か
さ
れ
た
牧
水

は
、
病
気
で
医
者
か
ら
無
理
や
飲
酒

を
止
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
一
月
に
利
根
川
上
流
地
方
へ

の
旅
に
出
ま
し
た
。
伊
香
保
（
群
馬

県
）
湯
原
（
水
上
温
泉
）
湯
檜
曽
、
谷

川
温
泉
へ
と
旅
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
で
第
十
三
歌
集

『
く
ろ
土
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
集
『
く
ろ
土
』
は
大
正
七
年
か
ら

大
正
九
年
末
ま
で
の
約
三
年
間
の
歌

九
百
九
十
九
首
が
収
め
ら
れ
、
大
正

十
年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
集
は
牧
水
の
歌
人
と
し
て

の
活
動
の
後
期
に
出
版
さ
れ
、
後
期

歌
風
の
完
成
期
を
も
た
ら
し
た
作
品

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
根
川
上
流
へ
旅
し
た
大
正
七
年

の
時
の
生
活
は
、
子
供
た
ち
や
牧
水

も
病
気
に
な
る
と
い
う
不
運
な
状
態

で
し
た
。
家
計
の
方
も
、
雑
誌
の
選
料

や
原
稿
料
の
収
入
が
少
な
く
家
族
五

人
の
生
活
は
窮
迫
状
態
に
あ
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
公
園
の
う
た
の
小
径
に
「
わ
が

ゆ
く
は
山
の
窪
な
る
ひ
と
つ
路
冬
日

氷
り
て
光
り
た
る
路
」
の
歌
碑
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
歌
と
同
歌
集
『
く
ろ

土
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



回脹
第
三
セ
ク
タ
ー
（
株
）
東
郷
町

ぶ
る
さ
と
公
社
　
正
社
員
募
集

鞘
　　　　　　お知らせ
く《（インフォメーション）≧》

▽
資
格
　
東
郷
町
出
身
で
短
大
・
大

卒
の
2
4
歳
位
ま
で
の
女
子
。
要
普
通

免
許
、
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

▽
勤
務
地
　
東
郷
鳥
追
野
内
道
の
駅

「
と
う
こ
う
」
物
産
セ
ン
タ
ー

▽
勤
務
　
平
成
1
1
年
4
月
よ
り

▽
仕
事
内
容
　
一
般
事
務
、
仕
入
業

務
、
販
売
業
務

▽
給
与
　
当
社
規
定
に
よ
る

▽
待
遇
　
社
会
保
険
完
備
、
退
職
金

制
度
、
通
勤
手
当
有
り

▽
応
募
方
法
　
平
成
1
0
年
1
2
月
3
0
日

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
郵
送

下
さ
い
。
追
っ
て
面
接
日
時
等
連
絡

い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
〒
8
8
3
1
0
2
1
1

東
郷
町
大
字
坪
谷
1
2
6
7

（
株
）
東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社
　
担

当
：
笙
瀬
（
う
け
ぜ
）
（
6
9
1
7
7
2
0
）

『
能
楽
座
』
公
演

　
　
　
　
町
で
は
文
化
振
興
基
金
を
活
用
し

　
　
　
て
中
央
の
優
れ
た
芸
術
・
文
化
に
親

　
　
　
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

く
本
年
度
は
町
民
の
皆
・
ん
を
対
象
・

　
　
　
し
て
、
日
本
古
来
の
芸
術
『
能
・
狂
言
』

　
　
　
の
公
演
を
左
記
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
　
　
▽
期
日
　
平
成
1
0
年
1
2
月
1
5
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
開
場
　
午
後
6
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
7
時

▽
会
場
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
主
催
　
東
郷
町

▽
入
場
料
　
全
席
指
定

　
　
・
大
人
　
　
（
2
、
0
0
0
円
）

　
　
・
中
・
高
校
生
（
1
、
0
0
0
円
）

　
　
・
小
学
生
　
　
　
　
（
5
0
0
円
）

　
※
入
場
整
理
券
は
教
育
委
員
会
及

び
町
内
各
商
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
生
涯

教
育
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
（
6
9
－
3
9
0
9
）

第
2
4
回
日
向
地
区
親
善

少
年
剣
道
大
会

▽
日
時
　
平
成
1
0
年
1
2
月
1
3
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
8
時
開
会
午
前
9
時

▽
会
場
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
体
育
館

平
成
1
0
年
工
業
統
計
等
調
査

　
1
2
月
3
1
日
現
在
で
、
次
の
統
計
調

査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

▼
平
成
1
0
年
工
業
統
計
調
査
一
製
造

1役立てられていま玄

　発売期間
日（火）～12月25日（金》

し22つ億『，74ユニ／　トの場合〕

　・5．DOO万円一一

賞一一・450C万円．．

．、貰．　1C万円・・

　　『．⊃DO万円・．

　　　10c75零・一

　　　1万円・一
　　　一3CG円．

　　．222る

　　．μ4本
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　　一222本

　　ヤ4DG苓
・「 e30．ODG本

．’ S00030qる．
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ゼけます．どうぞご利用下さい，
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講講i諏◎国

　
　
　
万
円
本
朋

　
　
　
　
　
・
都

，
ボ
．

事
業
所
の
実
態
を
調
査
。

▼
平
成
1
0
年
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
i
従
業
者
3
0
人
以
上
の
製
造
事

業
所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調
査
。

　
本
年
1
2
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
調
査
票
に
は
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
世
界
人
権
宣
言
五
十
周

年
・
人
権
擁
護
委
員
制
度

五
十
周
年
記
念
月
間
」

　
本
年
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
て
か
ら
五
十
周
年
と
い
う
意

義
深
い
年
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
我

が
国
の
人
権
擁
護
委
員
制
度
も
創
設

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
法
務

省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
本
年
十
二
月
目
、
こ
れ
ま
で
の
人
権

週
間
の
取
組
に
替
え
て
、
「
世
界
人
権

宣
言
五
十
周
年
・
人
権
擁
護
委
員
制
度

五
十
周
年
記
念
月
間
」
と
し
ま
し
た
。

　
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
、
借
地
、
借
家
、
登
記
、
金
銭
貸

借
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
相
談
所

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
気
楽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
人
権
相
談
所
　
延
岡
市
大
貫
今
一

丁
目
二
九
一
五
番
地

宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

　
T
E
L
O
9
8
2
－
3
3
1
2
1
7
9

▽
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
黒
木
睦
實
（
雪
下
）

・
伊
東
征
男
（
鶴
野
内
）

・
海
野
俊
男
（
越
表
）

行
政
相
談
・
心
配
事
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
5
口
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
　
　
納
期
は
十
二
月
二
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
善
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
1
1
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
名
瀬
の
矢
野
博
さ
ん
か
ら

（
房
子
さ
ん
・
7
7
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
徳
子
さ
ん
か
ら

（
斎
鎌
さ
ん
・
9
5
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
福
谷
澄
子
さ
ん
か
ら

（
エ
ン
さ
ん
・
9
7
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
黒
木
ミ
エ
子
さ
ん
か
ら

（
學
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
山
山
キ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

（
義
正
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
八
重
原
の
青
柳
勝
美
さ
ん
か
ら

（
宗
｝
さ
ん
・
9
1
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
塗
木
正
子
さ
ん
か
ら

（
豊
さ
ん
・
8
8
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
筒
井
研
一
さ
ん
か
ら

（
塩
海
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
寺
迫
の
庭
田
青
年
会
、
養
鶏
振
興

会
青
年
部
の
方
々
か
ら
産
業
文
化
祭

の
益
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

、
．
＝

●

　
　
（
十
月
届
出
分
）

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ （ （今岩 河小 松緒 矢那 氏

橋田 野田 三方
L1

@須

久文 貴 悦保
小

健
津 名

江雄 英広 子之 江司

福 福 椎 小 羽 山 北 坪 住
岡 葉 野 口 郷
県 瀬 村 田 坂 県 村 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

塗 筒 高 福 青 山 黒 寺
氏

木 井 木 谷 柳 床 木 原

塩 ヱ 宗 義 雅

豊 海 稔 ン 一 正 學 羨
名

88 80 68 97 91 69 73 95 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 寺 小 鶴 小 下 鶴 鶴 住
野 野 野 野 渡 野 野
内 迫 田 内 田 川 内 内 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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